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バーナード・ショー作『｢シンベリン」仕上げ直し』
－翻訳と注解一
山下孝子
解説
シェイクスピアの後期作品「シンベリン」では、親に引き裂かれた結婚、
不貞の濡れ衣がもたらす殺意、薬による仮死、誤認された死、女主人公の男
装、戦乱、生き別れの家族の再会、等々、シェイクスピアではお馴染みの波
乱の要素が雑多に詰め込まれている。その結果、起こりえないような幸運が
もたらされる大団円で観客が手に入れるのは、局面の思いがけない急転と真
相の認識による劇的なクライマックスであるとは言い難い。登場人物たちが
次々にもたらす暴露の分担によって、真相の認識行為が細断され、引き伸ば
され、波が寄せては返すように繰り返される形を取っているのである。
このようなものとしての「シンベリン」は、ほかのいくつかのシェイクス
ピア作品と同様に、その後、翻案の歴史をたどり、弛緩しがちな終幕の台詞
や場面がしばしば削除されてきた。その流れはバーナード・ショーによる終
幕の改作に見られるように２０世紀まで続いている。ショーがシェイクスピア
の原作をショーの視点からよりよく書き直したものが、この解説の後に続く
｢｢シンベリン」仕上げ直し」である。
シェイクスピアの上演史を概観すれば『シンベリン」に限らず、シェイク
スピア劇がその時代時代の噌好に合うように脚色され、翻案されることはむ
しろ当たり前とされていた。シェイクスピアが活躍していた時代のイングラ
ンドにおけるルネッサンス期演劇が1642年の劇場閉鎖によって終駕し、１６６０
年の王政復古とともに演劇が再開されたときには、すでに芝居を巡る時流は
変わってしまっていたのである。王政復古期においては劇場の舞台装置も変
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わり、女優が舞台に登場するようになり、作品にもスペクタクル的要素やセ
ンセーショナルな筋立てが多く取り入れられた。それに伴い、過去の作品で
あるシェイクスピア劇を上演するにあたっても、大幅に筋が変えられたので
ある。たとえば『リア王」はネイハム・テイトによってハッピーエンドを与
えられ（1681年)、その後1838年に再び原作が舞台に登るまでこの改作版の
上演が続いたことは有名である。ウイリアム・ダヴェナントやジョン・ドラ
イデンなどの改作でわかるように、王政復古期のシェイクスピア上演では翻
案や脚色がむしろ当然だったのである。『シンベリン』の上演も例外ではな
く、トマス・ダーフイーによる翻案では政治的な色合いは薄められて賭けの
プロットに重きが置かれ、シェイクスピアの終幕部分は大幅に切り詰められ
たのであった。
時代に即して脚色されるシェイクスピア上演は１８世紀になり原作へ戻ろう
とする流れが出てきたものの、決して消え去ることはなかった。この時代に
はデイヴイッド・ギャリックやコリー・シバーなどの看板役者が演劇界を
リードしたが、彼らはシェイクスピアを演じるにあたって、自分の演技力を
効果的に観客に魅せるための改作を積極的に行なっている。『シンベリン」
上演に際して、ギャリックは王政復古期に大胆に変更された筋を、ある程度
シェイクスピアのオリジナルへと戻したものの、５幕から数百行もの台詞削
除を行なっていて、それがこれ以降の台詞削除の基本となり、２０世紀が開け
るまで続いたのである。
ギヤリックからさらに時代が下ってサラ・シドンズやジョン・フイリッ
プ・ケンブル、エドマンド・キーンなどの名優たちが演じたシェイクスピア
を経て、１９世紀のイギリス演劇は俳優兼興行主の時代となる。エレン・テ
リーを看板女優としてライシーアム劇場を運営し、自らもスター役者であっ
たヘンリー・アーヴィングもその一人であった。しかしながら、演劇界は変
容してもシェイクスピアの戯曲をどう上演するかという点においてはそれほ
ど変化はなく、台詞を削除せずにそのまま演じることよりは、独白を中心に
演じて観客の感覚や感情に訴えかけることの方が重んじられた。「シンベリ
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ンｊの上演に関して言えば、１８世紀後半から19世紀前半にかけて、ギャリッ
クの台詞削除を踏襲したケンブルがポステュマスを演じ、ポステュマスに焦
点があてられる流れが続いたが、１９世紀後半になってウイリアム・チャール
ズ・マクレデイとヘンリー・アーヴイングがヤーキモーを演じるようになる
と、ヤーキモーの方に登場人物の重点が移されていく。一方、ヘレン・フォー
シットやエレン・テリーという名女優によってイモジェンの演じ方にも注目
が集まった。このように、演劇の中心は俳優の演技なのであり、ギャリック
以来の削除の伝統が守られ、“bardolatry'，としてバー ナー ド・ショー に郷
撤されるようなシェイクスピア崇拝があったとしても、シェイクスピアの戯
曲をそのまま謙虚に受け入れようという発想はなかったと言えるだろう。
1896年、まさにそのライシーアム劇場でヘンリー・アーヴイングがヤーキ
モーを演じ、エレン・テリーがイモジェンを演じた「シンベリン」の上演を
見たバーナード・ショーは激しい苛立ちを抑えられず、手ひどい劇評を書い
て批判したが、その怒りはアーヴイングから飛び火してシェイクスピアへと
向かい、以下に引用するシェイクスピアへの有名な罵倒が展開されることに
なる。
その大部分は最低のメロドラマに入るべき、芝居がかった屑であり、言語
道断な作劇箇所がそこここに見られ、知性の点から見て一貫して低俗であ
る。現代の知的水準からその思想を判断すると、下品で、ばからしく、不
愉快で、狼褒、腹立たしく、我慢がならないほどだ。…（中略）…シェイ
クスピアに対する私の苛立ちの激しさは、時にあまりに頂点に達してしま
い、彼を墓から掘り起こして石を投げつけられたら、実によい気晴らしに
なるだろうに、と思うことがある…｡’
この劇評を書いた当時のショーが求めた演劇のあり方と相容れなかったもの
１“BlamingtheBard.'，ＴｈｃＳＩｚｒｚ〃ｄｔＺｙＲ”た”,２６Septemberl896
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は、演劇界のナルシシズムと観客の感傷主義であったはずで、必ずしもシェ
イクスピアの原典そのものではなかっただろう。したがって、ショーが戦う
標的としていたのはあくまで“bardolatry”であったはずで、ショーの主張
の趣旨は「客観的にシェイクスピアの芝居を見る批評眼を持つべきだ」と
いうことだったと思われる。しかし、一般にはそのように理解される以上
に、「シェイクスピア嫌い」としてのショーの立場が過剰に強調されること
になったかもしれない。
この「シンベリン」への酷評から時を隔て、ショーは1936年にシェイクス
ピアの『シンベリン」の終幕に手を入れ、ショー版の『シンベリン』とし
て「｢シンベリン」仕上げ直し」（Cy加６２""ｅＲ城"域gd）を書いた。ショー
本人の序文に記されているように、この劇が「最終幕で空中分解してしまう
(180)」２と感じたショー が、「もしシェイクスピアがマー ロー の後の世代では
なくイブセンやショーの後の世代に生きていたら、彼がこう書いていたかも
しれない、という書き方でこの幕を書き直すこと（183)」に興味を覚え、『シ
ンベリン」第５幕をショー流に「改良」して書き上げたのが「｢シンベリン」
仕上げ直し」だったのである。
ここでショーが実際に「シンベリン」の第５幕に行なった改編について概
略を辿ってみよう。ショーは戦闘の記述、仮面劇風の幻影、冗長な解明の部
分を削り、場（scene）を分けずに１つにまとめて縮め、台詞の行数を約３
分の１にして、原作からは89行だけを残した。場面設定が「岩場の陸路」と
指定され、幕が開けると戦況が確認され、ローマ軍が敗れたことがわかる。
王妃の死を報告する医師の場面は省かれており、ポステュマスが血染めのハ
ンカチを手にしてイモジェン殺害を‘悔いる独白をするとｖヤーキモーが登場
して二人は戦う。そこへまだお互いの素‘性を知らないシンベリンの家族が登
場して二人を止め、イモジェンとポステュマスがお互いを確認すると、ヤー
２この部分以降、引用末尾に付された（）内は底本のページを表わす。
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キモーが種明かしをするように彼女の不貞の疑いを晴らす。ベレーリアスは
グィディーリアスとアーヴイラガスがシンベリンの息子たちであることを明
かすが、二人は王権に対する野心がないことを宣言する。ポステュマスヘの
憤慨が収まらないイモジェンに対し、ヤーキモーは適当なところで折り合い
をつけるようにとりなし、彼女が不本意ながらも諦めるしかないかのように
夫を受け入れると、最後はシェイクスピアの原作どおりのシンベリンの締め
くくりの台詞で幕が下りる。
このように、ショーがこの変更でこだわった点は、ショー流の「現実感覚」
を保つようにすることである。突然ブリテン王が父だと知らされて戸惑う二
人の王子、結局悔い改める様子の見られないヤーキモー、開き直って謝らな
いポステュマス、我慢して受け入れることに甘んじるイモジェン、それらは
人生の現実を背景にして、ショーにとってご都合主義に思われるシェイクス
ピア版の荒唐無稽なハッピーエンディングを排除し、皮肉を含んだアンチク
ライマックスを呈するように作られている。
シェイクスピア上演史に論を戻すなら、ショーが推奨する新しい演劇を取
り入れようとせず、ショーからすれば、シェイクスピアの威光にしがみつい
ているように見えた俳優兼興行主が劇壇の中心だった時代は、２０世紀に入る
と終わりを迎える。『｢シンベリン」仕上げ直し」への序文でショーが述べて
いるように、ウイリアム・ポウルによって19世紀末に実践された、エリザベ
ス朝時代の劇場を意識した上演方法が先駆けとなり、２０世紀になってグラン
ヴィル＝パーカーが取り組んだシェイクスピア原典への忠実なる回帰を経
て、演劇界のシェイクスピアへのスタンスは急激に変わることになる。シェ
イクスピア時代の劇場のためにシェイクスピアが書いた、当時の戯曲どおり
に上演する流れが定着していく一方で、役者ではなく演出家が上演に支配力
を持つようになるのである。
ショーが「｢シンベリン」仕上げ直し」を執筆した1936年は、この流れが
すでに出来上がりつつあった頃であり、すでに“bardolatry”と戦う必要は
薄れていたことだろう。それを意識してか、ショーは序文において、シェイ
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クスピア版をそのまま上演することを勧めるようなそぶりを見せ、「もしも
劇場支配人がシェイクスピアの残した一言一句を原作どおりに上演する勇気
と良識があり、あの仮面劇の価値を損なわないような措置を取るのであれ
ば、私は自分の版を押しつけるつもりはない（186)」と述べている。時代の
流れとともに、演劇のあり方も変わっていく。原典を大幅に切り刻むことを
良しとしない考え方がむしろ一般的になってしまった後世においては、一見
すると、ショー版「シンベリン」は原作の換骨奪胎を歓迎していた時代が消
え去った後の忘れ物ようにも見える。しかしながら、客観的にシェイクスピ
アを見ることを大事にするべきだと考えるショーの演劇観との関係でとらえ
直すなら、「｢シンベリン」仕上げ直し』はその時代時代の演劇への真撃な向
き合い方への再発見をもたらし、むしろ新鮮な試みにさえ映るのではないだ
ろうか。
この解説および翻訳と注釈は平成20年度～23年度日本学術振興会科学研究
費補助金基盤研究（Ｃ）（研究課題名：「シェイクスピア劇の材源と改作に関
する翻訳プロジェクト研究｣、研究代表者：大和高行）の研究分担者として
行なった研究の成果の一部である。翻訳にあたって使用した底本はGeorge
BernardShaw,Ｃｙ"69""ｇＲ醜"おｈｅｄｉｎＴｈｇＢｏｄ勿匪ａｄＢｇγ"αﾌ９．sﾉiα"：
COノルc"dPjzZysz(ﾉﾉ幼Ｔｈｅ/γＰγ２/hces,vol.Ｖ１１(London:BodleyHead,1974）
である。以下、解説や注解におけるＣｙ"6e""e,Ｒ醜"桃ｇｄに関するすべて
の言及はこの版に依拠した。
また、ショーはこの翻案の序文で音楽に関する議論を展開しているが、こ
の部分の翻訳をするにあたり、鹿児島国際大学国際文化学部音楽学科の伊藤
綾准教授にご助言いただいたことを、深い感謝とともにここに記しておく。
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バーナード・ショー（作)、山下孝子（訳）
『シンベリン』仕上げ直し
－シェイクスピア版終幕への変奏、序文つき－
創作開始時期：1936年12月３日ごろ’
完成：1936年12月
1938年２月『ロンドン・マーキュリー」誌に掲載
1947年、戯曲集『｢ジュネー ヴ｣、「『シンベリン」仕上げ直し｣、「チャー ルズ
王の黄金時代｣』へ所収
初演：1937年１１月１６日ロンドン、スイス・コテージのエンバシー劇場
隊長バトリック・キンセラ
フイラーリオマリオ・フランセリ
ポステュマスジェフリー・トゥーン
ヤーキモージョージ・ヘイズ
ベレーリアスアール・グレイ
アーヴィラガスフィリップ・ケシデス
ケイアス・リューシャスノーマン・ウーランド
シンベリンジョージ・ウッドブリッジ
イモジェンジョイス・ブランド
グィディーリアスゴードン・エドヮーズ
ピザーニオウイリアム・デヴリン
時代一ローマ占領下のブリテン。紀元前１世紀
第５幕岩場の院路。嵐の夕刻
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序文
シェイクスピア劇改良の慣習は、とりわけハッピーエンドと呼ばれる結末
を付与することとの関連で、古くから行なわれており、常にイギリスの観客
に異論なく受け入れられてきた。ハーリー・グランヴィル＝パーカー氏が
故ウイリアム・ポウルによる向こう見ずな実験的試みを徹底させて、シェイ
クスピアが書いたとおりの作品をロンドンのウェストエンドで上演すると
いう驚くべき革新を導入したとき、いくばくかの異議申し立てが確かにあっ
たが、それが劇場の外で論じられることはあっても、大騒動にまで発展する
ことはなかった。そしてそれが契機となり、シェイクスピア上演は新しい理
論へと踏み出すことになったのだ。その当時まで、芝居がどう書かれるべき
かについては、劇場の舞台裏の誰もがシェイクスピアより知っているはずだ
という思い込みが、当然のごとくまかり通っていた。それはたとえば現代の
ハリウッドの撮影所において、脚本がどのように映画化されるべきかについ
て、映画撮影所の誰もがどんな脚本家のプロよりもわきまえていると信じら
れているのとまったく同じである。しかしながら、グランヴィル＝パーカー
氏の上演が生み出す喜びは演劇界の確信を揺るがせた。シェイクスピアが書
いたとおりに作品を上演することは不可能であるとする迷信によって、かつ
てはハッピーエンド版『リア王』やシバー版『リチャード三世』2が生み出さ
れ、キャピュレット家の霊廟では、毒薬が効き目をあらわすまでのあいだロ
ミオとジュリエットによってラブシーンが演じられたりもした。そしてつい
ｌこのページに記された創作時期、刊行時期、初演、配役、劇の時や場面設定に関する怖
報は､Ｂひd"ＨをａｄＢ〃"α泡Ｓｈα〃Ｃｂ姓c“Ｐ"s”肋ＴｈｅiγＰγE/h“s,vol.Ｖ1１（London：
BodleyHead,1974）所収Ｃｙ加舵""ｅＲ城"純Eｄのタイトルペー ジと序文のあいだに掲戦
されたものである。
２ショー は作品名を表記する際、KingLear、Richardlllなど、イタリック体を使ってい
ない。このようなショーの表記はこの序文に限ったものではない。
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に前世紀末3には、ヘンリー・アーヴィングやオーガスティン・デイリーに
よる無作法な文学の破壊行為が、大衆や批評家たちに成功裏に押しつけられ
るに至ったのである。そのような暴挙の元となった迷信は今やひどく信用に
値しないものとなっている。したがって、ジャーナリスト批評家であった時
代にそのような迷信と常に激しく戦っていた当の私が、「シンベリン』4にま
がい物の第５幕を書くなどという行為を働くのはいったいなにゆえかと訊ね
られるかもしれない。それもただの文学的な遊び心だけから書いたわけでは
なく、ストラットフォード・アポン・エイヴォンのシェイクスピア・メモリ
アル・シアターという、これ以上なく神聖なる劇場で「シンベリンｊを上演
することが提案された際に、劇壇から実際に緊急要請されたことに応じて書
いたのであるから。
「シンベリン」は、現在上演されるシェイクスピア後期作品のなかでも最
も優れた芝居の１つであるにもかかわらず、最終幕で空中分解してしまう。
実際のところ、私は「その上演が仮にうまくいくとするなら、それはその最
終幕を自分が書いたときだろう」と不用意に口走り、その問題を自分自身で
議論に乗せてしまったのである。驚いたことに、その不敬な発言が大歓呼と
ともに受け入れられてしまった。そしてその喝采は、その提案と同様、ただ
の冗談というわけでもなかったがゆえに、その奇想が私に絶えず畷き物のよ
うにとりついて離れず、ついにはこの後に続くページに掲載されたものを書
くことによって悪魔蕨いをした次第である。
執筆を始めるにあたって原典の最終幕を丹念に読み通して、私は再度驚く
こととなった。何年もの間、そんな精読をしたことがなかったので、原典の
最終幕に対してありきたりの漠然とした考えしか持っておらず、それが数人
の作者になる継ぎはぎ仕事で、牢内でみた幻影にはとんでもない失敗作のへ
ぼ詩の屑がつけられていると思っていたのだ。
３ショーがこの序文を香いたのは２０世紀であるから、ここでの「前世紀」とは19世紀である。
４原文ではCymbelineと表記されている。注２を参照。以下、作品名表記においてこの
翻訳では二重カギ括弧を付していても、原文ではイタリック体になっていない。
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こんな評価に対して、私はいかなる正当化もいかなる弁明も見いだすこと
はできなかった。私はかつてのライシーアム劇場における最後の上演からそ
んな見誤りをしてしまったに違いない。その上演で、ほかの登場人物たち
が退屈極まりない一連の「解決｣5に精を出しているあいだ、ヤーキモー役の
アーヴイングは非現実的ロマンスの憂諺の像となって、何時間も（のように
思えたものだが）舞台上に無言で立ちつくしたままであり、そのうち、登場
人物たちはみな一様に精彩も個‘性も失って、ただひたすら、首のほくるで自
分たちが誰であるのか確認したり、どうして死ななかったのかを説明したり
するばかりであった。例の幻影と詩の場面は当然のごとく省かれており、私
は愚かにもそのことで神に感謝したものだ。
前述のように、私がこの幕を読んだとき、それがほかの作家たちの手によ
る継ぎはぎの混成作品だとする私の考えが許し難い愚であると気がついた。
この幕は最後の終止符にいたるまで真正のシェイクスピア作品であり、それ
も言語を巧みに操る技の点から見てシェイクスピア後期の作品である。
へぼ詩だと思っていたものはへぼ詩ではない。それは詩の形の仮面劇であ
り、シェイクスピアの何気ない自然な野性的表現で書かれている。そしてそ
れを完成するのはデウス・エクス・マキナとしてのジュピターとワシである
が、それらはすべて「テンペスト」におけるケレスのように、ジェイミー
王6か誰かを喜ばせるために導入されたのであり、大陸の大きなオペラハウ
スではどこでもバレエが必須だったのと同じように、抗うことのできない時
流が流れ込んでいたためであった。パリのグランド・オペラで上演されるよ
うになる以前に、グノーは自作『ファウスト」に、ヴァーグナーは自作『タ
ンホイザー」にバレエを導入しなければならなかった。それと同様に、シェ
イクスピアも『シンベリン」に仮面劇を入れ込まなければならなかったのだ
と私は解釈する。そのように上演され、ふさわしい音楽と十分に絵画的な壮
麗さを伴うことによって、それはただ単に舞台上で観客を楽しませるだけで
５原文では”"0"g碗”応
６ジェイムズー 世をショー はKingJamieと表現している。
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なく、それに先行する形で喜劇的な牢番のシーンが極めてシェイクスピアら
しい見せ所として入っていることと相まって、まさしく最終幕を救うものに
もなっているのである。
それがなければ、ばかばかしい舞台上の戦闘シーンが終わったあとの最終
幕は、偽善的な感傷主義で甘ったるく味付けされた、だれも麓かない退屈な
｢解決」がただ連続するだけになってしまう。一人を除けば、登場人物たち
は消え失せ、残るのは人形ばかり。その人形たちはソリテール・ケームのガ
ラス玉のようにあちこちへ動かされては、やがてみんな取り除かれて、最後
には一つだけになってしまう。その例外となる一人とは主人公のリーオネイ
タス・ポステュマスである。あるいはむしろ、女主人公の夫と言った方がい
いかもしれない。妻のジャネット・アチャーチとともにイングランドで最初
にイブセンに取り組んだ故チャールズ・チャーリントンは、かつてポステュ
マスを引き合いに出し、「シェイクスピアは自分のライヴァルとなるノル
ウェイ人作家の登場人物を先駆けて創り上げたのだ」と述べたことがある。
確かに、妻の殺害命令を出すほどまで演劇的に型どおりの人物として描かれ
た後で、ポステュマスはまるで「幽霊」のアーヴイング夫人に倣うかのよう
に、結婚生活の貞操という非人間的な理想への隷属を非難し始め、それこそ
が自分をこんな極悪非道に追い込んだのだ、と責めている。彼は最終幕で本
当に生きた人間として残る唯一の人物であると言えるかもしれない。彼をよ
りよく変えることができないという理由から、彼に関する部分のほとんどは
手を加えないままにした。ほかの人物たちに劇的な活性と個性を取り戻させ
ようと私が試みたことに関しては、なんら弁明することはない。
シェイクスピアが生体実験を感覚的にも科学的にも嫌悪することを具現す
る人物として、コーニーリアスは残しておきたかったのであるが、彼には王
妃が死んだことを告げる台詞以外に言うべきことはないし、彼女が生きてい
るか死んでいるかの議論に関心を持つ者など一人としているはずもないか
ら、私は彼を用の済んだ人形たちの箱の中に王妃と一緒にしまってある。
もはや誰も驚くことのない「意外な新事実」の場面は容赦なく削除した。
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グイデイーリアスの身元が首のほくるで判明する場面は、実際、まともに見
ていることはできなかった。そんなやり方は、マディソン・モートンがすで
に葬り去ってしまったはずだ。モートンはかつて有名な笑劇作家だったが、
いまやゴードン・クレイグ氏と私を除けば、みな忘れ去ってしまっている。
そのモートンの傑作「ボックスとコックス』において、ボックスはコックス
に「お前の左腕にはイチゴ状の症があるか」と訪ねる。コックスは「ない」
と答える。ボックスが「それならお前はずっと消息不明だった俺の弟だ」と
言うと、二人はお互いを抱きしめあって、めでたし、めでたし、となり、笑
劇は終わる。グイデイーリアスがコックスの先駆けであったなら、と願うく
らいだ。
プロットはいつの時代でも常にシリアスな劇にとって災いの元であった。
実際のところ、いかなる種類のシリアスな文学にとっても、そうだった。シ
リアスな劇とプロットはあまりにも相性が悪いので、シェイクスピアはプ
ロットを一つとして創作できなかったほどだ。残念なことに、自然からヒン
トをもらってプロットを捨てるということをせず、手当たり次第、どこから
でもプロットを借りあさったので、最終幕でプロットの解明をせざるをえな
くなり、彼は窮地に陥るのだった。とりわけ、「ヴェローナの二紳士」と「シ
ンベリン」では大変なことになった。もっと子供じみた観客であれば、その
事実露見の場面になんらかの喜びを見出すのかもしれない。たとえば、ポリ
ドーアとキャドウォールがイモジェンの消息不明の兄弟で、シンベリンに
とっては消息不明の息子であったこと、ヤーキモーが今やかつての彼自身と
は別人のように'悔‘悟の礼儀を身に着けていること、自分を殺させようと企て
た夫を情愛深い素直さで受け入れるほど、イモジェンがあまりに従順な妻で
あること、などである。私はこんな幼稚な喜びを共有することはできない。
ヤーキモーにもイモジェンにも、さらには二人の消息不明の王子たちにも興
味を覚えた私は、戦闘場面に続く「解明｣7の場面にこれらの登場人物たちが
７原文では“〃』たjSsE加”
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どのように反応するのかを知りたいと思った。もしシェイクスピアがマー
ローの後の世代ではなくイブセンやショーの後の世代に生きていたら、彼が
こう書いていたかもしれない、という書き方でこの幕を書き直すことこそ
が、この好奇心を満たす唯一の方法だったのである。
そのためには、原文から私が保持した89行の台詞に合致するよう、シェイ
クスピアの韻律の型に私が従う必要があった。これは私にとってたやすいこ
とであった。たまたまではあったが、私が子どもの頃に喜んで読んだ本の一
冊がイラスト入りのシェイクスピア作品で、２，３行の原文が下に添えられた
イラストが３ページか４ページごとに入っていた。それ以来ずっと、シェイ
クスピアの無韻詩は私がダブリンで育った時に親しんだオーガスタン文学や
最近のロンドンで流行の会話劇と同じぐらいあたりまえな文学の表現形式で
あった。シェイクスピアの無韻詩はあまりに容易なので、もしそれを殺すこ
とが可能であるなら、『親指トム』8や「クロノンホトンソロゴス｣9や「狂え
るボンバステス｣'0に識刺されて葬り去られていただろう。ところがシェイ
クスピアはどんなに極端な調刺戯画もものともせずに生き延びていくのであ
る。
私は傑作を勝手にいじることの妥当性に関する激烈極まる議論を軽視する
つもりはない。私に言えることがあるとすれば、そうしたい誘惑は、また時
としてそれを要請する状況は、抗しがたいほど強いということだけだ。その
結果はまさにさまざまである。二流の芸術家が偉大な芸術家の作品を改良し
ようとすれば、その結末は滑稽に陥るか、ひたすら卑しむべきものになるか
のどちらかだ。下手な画家がヴェラスケスやレンブラントの作品を描き直す
８英題は７b加丁〃""７６で、ヘンリー ・フイー ルデイング(HenryFielding)の調刺劇（1730
年作)｡
９英迦はＣﾙγ0"o"ﾙ0ｍ"肋0ﾉ｡g〃sで、ヘンリー ・ケアリー （HenryCarey）の調刺劇（1734
年作)◎
１０英題はＢｏ"Z6aWsFz〃ｊｏｓｏで、ウイリアム・バー ンズ・ロー ズ(WilliamBamesRhodes）
の楓刺劇（1810年作)。
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ように、改変を加えることで原典を損なってしまうなら、それは犯罪行為と
なる。手を加えた作品が原典として売られたり展示されたりすれば、詐欺罪
で起訴される。しかし、アイアランドの「ヴォーティガーン』が賞賛を博し、
シェイクスピアの芝居として実際に上演されてしまったｕときのように、偽
造が完壁だった場合、その行為は犯罪の領域を超越し、啓発的な冗談になる。
しかし、成功を公然と認められた変奏曲が数多くあることをどのように考
えればよいだろうか。ヘンデルの「メサイア」の楽譜にモーツァルトが追加
変更を施したことはどうだろう。ヘンデルを敬愛し、劣った者たちのあらゆ
る改変に対して軽蔑の念を抑えることができなかったエルガーが、モーツァ
ルトの編曲を好み、「ヘンデルはコンサートではモーツアルト版に相当する
ものをオルガンで即興演奏したにちがいない」と主張して、モーツァルト版
へのあらゆる純粋主義的批判を却下した。スポンティーニがドレスデンを訪
れ、自分の合唱曲にヴァーグナーがトロンボーンのパートをつけ加えたこと
に気づいたとき、彼は大いに感謝してそれを自分のものとした。ほかの作曲
家たちの主題にたくさんの変奏曲をつけたものが、バッハやヘンデルは言う
までもなく、モーツァルトやベートーヴェンによって発表されている。どん
な旋律でもどんどん手を入れて変奏曲を作り、楽しんだのである。ベートー
ヴェンの感嘆すべき変奏曲（その１つは「ドン・ジヨヴァンニ』の旋律への
変奏でもある）がなかったなら、現在、デイアベッリの低俗なワルツを記憶
している者がいるだろうか。’２
１１アイアランド（WilliamHenrylreland）はシェイクスピアの証文、署名などを次々 と
偽造し、ついには「ヴォー テイガー ンとロウィー ナ（Vb"唾γ〃α"ｄＲｏｚ《ﾉ“α)」（１７９５
年）のシェイクスピア自筆原稿を提造して一部の識者さえ欺いたが、翌年それがドゥ
ルーリー・レーン劇場において上演されたときには、すでにマローン（EdmondMalone）
によって贋作と分析され、信懸性に疑惑を持っていた主演のケンブル（JohnPhilip
Kemble）もそれを意識した上演をして、劇場には笑いが起きたとされる。
ｌ２オー ストリアの作曲家デイアベッリ（AntonioDiabelli）は自作のワルツの主題を50人
もの作曲家に送って、変奏を群くよう依頼した。ベートーヴェンも依頼された作曲家の
一人で、３３の変奏曲を作曲している。その中の第22変奏にはモーツァルトの「ドン・ジョ
ヴァンニ」の旋律が取り込まれている。
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ここでシェイクスピア自身が行なったことを考察してみよう。トルストイ
は「原リア王」の方がシェイクスピアが改作したものよりすぐれていると断
言した。彼はシェイクスピア版を道徳に反するとして嫌悪したのである。彼
の賛同者はいまだかって一人も現われない。シェイクスピアに「ハムレット」
を改変する権利はなかったと主張するべきであろうか。たとえ彼が両方の劇
を台無しにしたのだとしても、それはシェイクスピアが変貌させる前の形で
それらを上演する理由にはなっても、シェイクスピアの改作する権利に異議
を唱える理由にはならないはずだ。
したがって、『シンベリン」第５幕に変奏曲をつけて楽しむことに対して、
私はなんら良心の阿責も感じないし、弁解の必要もない。私がシェイクスピ
アに対してとっている時間的関係は、モーツァルトがヘンデルに対して、あ
るいはヴァーグナーがベートーヴェンに対してとっている時間関係と同じで
ある◎モーツァルトと同様、私も「追加的編曲」を書くという雇われ仕事に
ただ制限されたわけではない。私は変奏曲を楽しんで書いた。ヴァーグナー
がグルックの『アウリスのイフイゲニア」序曲に取り組んだように、私は新
しい結末を書くこと自体を楽しんだのである。ベートーヴェンの「交響曲第
九番』はクラッシックの傑作の中でも特に卓越しているが、もしもドレスデ
ン時代のヴァーグナーがその偉大なる第１楽章を編曲しただけでなく、より
歌いやすい最終楽章を付与して作品全体をまとめられるほどに円熟していた
なら、私は彼のやり方に反対しようとはしなかっただろう。しかしながら、
管楽器編成の拡大以降'3の最終楽章はベートーヴェンらしさが強まった一方
１３「管楽器編成の拡大以降」と訳した部分の原文は“fromthechangetosix-fburonward”
であり、忠実に翻訳するなら「その６－４への変更以降」となる。ドレスデン国立歌劇
場管弦楽団指揮者に任命されたヴァーグナーは、ベートーヴェンの「第九」に手を入れ、
1846年に演奏して成功を収めた。ショーの言うところの「６－４への変更」は、ヴァー
グナーがその際に施した管楽器編成の拡大を指すと考えられ、「演奏する際にはたいてい
喉を潰すほど声を張り上げなければならな」<なった、というショーの批判は、管楽器
の編成が大きくなったことによる声楽パートとのバランスの問題について言及している
と理解できる。この「６－４」が具体的にどの楽器の編成を指すのかは不明。
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で、演奏する際にはたいてい喉を潰すほど声を張り上げなければならない、
という点で私はヴェルデイに同意せざるを得ない。
私が文学からではなくすべて音楽から例証しているのはなぜなのかと問わ
れるかもしれない。文芸批評家たちを理解の及ばない土俵へ連れ出して議論
しようという魂胆なのか、と。そう言われれば、そのような良い効果がある
のかもしれない。しかし、私はそんなことをもくろんでいるわけではない。
１６世紀文学が占めていた英雄的な地位を引き継いでいるのは、おそらく音楽
であるからだ。ナット・リー'4が王政復古期劇の上流気取りをシェイクスピ
アに分け与えるために行なったことについて、あるいは、コルネイユがモリ
エールの「石像の宴｣'5やそのほかの先行文学作品に施した削除修正につい
て、私はあまり関心があるふりはできない（彼らのような犯罪者と一緒にさ
れてしまったら、少々恥ずかしく思うことは確かであるが)。しかしそれよ
りも、モーツァルトがヘンデルに対して為したこと、ヴァーグナーがグルッ
クに対して為したことについては大いに関心がある。それゆえ、彼らに言及
することもせず、私の結末変更に関して芸術上の道義を議論することは、私
にとっては時間の無駄になるように思われるのだ。いずれにせよ、すでに
やってしまったことは元に戻せるわけではない。この議論はそのくらいにし
なければなるまい。
もしも劇場支配人がシェイクスピアの残した一言一句を原作どおりに上演
する勇気と良識があり、あの仮面劇の価値を損なわないような措置を取るの
であれば、私は自分の版を押しつけるつもりはない。しかし、そうすること
に気乗りせず、仮面劇や滑稽な牢番を省き、それが流儀であるかのように他
の部分をずたずたに切り裂いて妥協する気になるのであれば、ためらいなく
私の版を勧める。観客には違いがわからないだろうし、『シンベリン」を読
んだ経験のある数少ない批評家たちも、私のおかげで最終幕が短くなって感
謝することはあっても、不平は言わないはずだ。
ＧＢ.Ｓ、
1945年12月、エイオット・セイント・ロー レンス'6にて
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１４王政復古期のイギリスの劇作家ナサニエル・リー
１５「ドン・ジュアンー石像の宴」のこと。
１６ショー が1906年から死去する1950年まで住んだ村。
(NathanielLee）のこと。
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[第５幕］
岩場の溢路。嵐の夕刻。武装したフィラーリオが高い岩に立ち、目を凝らし
て遠くを見ている。前景に、手に剣を持ち、兜のひどく変形したローマ軍の
隊長が息せき切って駆け込んでくる。あたりを見回したあと、石に腰掛け、
呼吸を整えていると、隊長はフイラーリオの姿に気がつく｡’
隊長．そこの御仁Ｉそんなところにいては危険です。
１マイル先から丸見えですぞ。
フイラーリオ．［急いで下りてくる］戦況はどうなっている？
私はリューシャスに遣わされた者で、ヤーキモー将官率いるわが右部隊の
進撃ぶりを報告せよとの命令で参じたのだが。
隊長．陥落しました。もう右部隊など存在しません。
総崩れになって敗走し、完全に打ち負かされました。
ローマの鷲たちは捕えられ、わずかに生き残った者たちは
私のように必死で逃げた次第です。で、そちらの状況は？
フイラーリオ．こちらの方が
もっと深刻だ。リューシャスは捕らわれたのではないかと思う。
わが本部隊は雨と降る矢に耐えられなかった。
隊長．誰か、あの野蛮な射手どもを指揮統制した者がいるのです。
射撃は一斉、進軍の足並みもそろっています。
騎兵たちは馬を駆り、突撃態勢を整えたところで、
大群の兵が全速力で一気に放たれてくるのです。
騎士たちは１人ずつではなく600人がかり、
’第５幕の始まりはシェイクスピア版とは異なり、戦況報告場面になっている。卜替きは
場や時の設定を指定するなど、シェイクスピア版よりもずっと細かい。また、この第５
幕はシェイクスピアのフオリオ版では５場構成になっているが、ショーは場面分けをせ
ずに５幕全体を縮小した上で、ｌ場面櫛成にしている。
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いしゆみ
まるで１つの誉から400トンもの馬と兵カミ
ドスンという一回の大震動とともに放たれるかのような勢いで
わが軍勢に突撃し、震え上がらせたのです。その上、敵の二輪戦車には
すべて車軸に大鎌が装備され、
まさに残虐極まる殺裁ぶり。そのせいでみんな逃げ出したんだ、本当です
よ。あの投石戦士どもときたら！
［兜を指さす］
－そう、あいつらの仕業です！あと２インチ下だったら、
目が見えなくなっていたか、死んでいたところでした。あの気のふれた
ウェールズ軍は
人の姿を借りた悪魔みたいな勢いだった。
フイラーリオ．本当に。あいつらはわれらを
ブリトン軍だと思ったんだろう。捕虜たちはそう言っている。
隊長．あの田舎者どもがどこで訓練されたかわかりますか？
フィラーリオ．そうだな、まさに驚きだｃいったいどこなのだろう？
隊 長．われら
を破った奴らが言うには
力シウェラウヌス2が生き返ったんだそうです。
でもそんなことがあるわけがない。
フイラーリオ．それほどありえない話でもない。
脳みそがいつも妃の頭に入っているみたいな
あの愚かな野蛮人のシンベリンに
ローマの鍛え抜かれた歩兵隊がこのように打ち破られたというのだから。
隊長．謀反人として追い出されたあの老いたベレーリアスを
呼び戻したにちがいないと私はにらんでいます。
２カシウェラウヌスは紀元前54年の共和政ローマの将軍ガイウス・ユリウス・カエサルの
第二次ブリタニア侵攻に抗して戦ったブリトン人の王。
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あの男は自分の役目をちゃんと知ってましたよ。こちらの太った文官ども
ときたら、
平和なときはなんだかんだと嘘っぱちの税金を課して
俺たち兵隊の報奨をぶんどるくせに、
ラッパが戦の合図を吹き鳴らしたとたん、俺たちにひざまずいてくるんで
すからね。
フイラーリオ．それはそうと隊長、私はリューシャスのところへ急ぎ戻らね
ばならぬ。
なんとかそちらからの援軍を得ようとの彼の望みを打ち砕くことになるが。
ヤーキモーはどこにいると思うかね？
隊長．わかりません。
でも遠くに行っているはずはないと思いますよ。
フイラーリオ．それで彼は生きていると？
隊長．可能性はあります。これでおしま
いというとき、
彼は剣を手に、ローマ軍団兵らしく戦っていました。
報告されている彼の最後のことばは「みんな命を無駄にするな。
全員岩場に向かうよう命じるのだ。そこまでは
敵の騎兵も追って来られないだろう」とのことでした。彼の助言に従って、
私はここに参ったというわけです。
フイラーリオ．貴殿は私と同行するのがよかろう。
ヤーキモーが見つからなければ、リューシャスは貴殿の話を
じかに聞きたいと所望するであろうしな。
隊長．それがよろしいでしょう。もち
ろん今日のわれらの
働きに月桂冠をいただけることはないですけどね。
二人は退場する。ポステュマス3が農夫のような身なりで登場するカミ
３シェイクスピアのフオリオ版の卜番きは“Ｅ"蛇γＰりｓｊｈ”z脚sα/0"②.”とのみ記されている。
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ローマ軍の剣を携え、兵士の鉄兜を被っている。彼は手に血の染みが
ついたハンカチを持っている。
ボステュマス．』そうだ、血塗れのハンカチよ、お前を取っておこう。こん
な色に
お前が染められるよう望んだのはこの私なのだから。結婚した者たちよ、
もしもお前たち一人一人がみな、私と同じ道を辿ったなら、いったい何人
の男が
自分自身よりもずっと立派な妻を殺さなくてはならないだろう、
ほんの少しの過ちを犯したからといって？ああ、ピザーニオ！
よき従者がみな、命令されたことすべてを果たすわけではない。
正しい命令を実行する以外は何の義務もないのだ。神々よ、もしもあなた
がたが
私の罪にもっと早く罰をお与えになっていたら、
私は生きてこんなことをしでかさなかったのに。
神々が高貴なるイモジェンの命をお救いになって後′悔させ、
あなたがたの報復にもっとふさわしい卑劣漢の私に天罰を下していたなら
よかった。
だが、ああ、あなたがたは小さな過ちのために人をお召しになることがあ
る。それも愛ゆえ、
それ以上罪に落ちることをさせまいとの思し召しなのだ。その一方であな
たがたは
人に罪に罪を重ねさせることもある。後でその罪悪感がもっとひどくなり、
犯した本人がそれに恐れをなすように。それもその人のためを思ってのこ
４この箇所から32行分（｢外面はみすぼらしくとも中身は立派、これでいこう｡」まで）は
シェイクスピアの原文をほぼそのまま採用している(Cy"z6e""e,Ｖ､i,1.33)。ただし途中
で１行半削除されている（次の注を参照)。以下、シェイクスピア版の行数表示、引用、
テキスト対照については、BlakemoreEvansetaLed,ＴｈＥＲｊ”渚jこんＳ〃αﾙｅＷα”’２nded．
(Boston:HoughtonMifHinCompany,1997)を使用した。
７０鹿児島経済論集第57巻第１号（2016年１０月）
とだ。
だがイモジェンはあなたがたのところに召された。どうぞよきご意思を賜
りまして、
私にお導きの祝福をくださいますよう！
私はイタリア紳士たちにまじってここまでやってきた。
それも妻の王国と戦うために。
ブリテンよ、私はお前の王女を殺しただけでもう十分だ。和睦しよう！
お前を傷つけることはもうするまい。５私はイタリアの服を脱ぎ、
ブリトンの農夫のようないでたちに替えた。
そしてそれまで味方だったものと
戦ってきたのだ。こうして、ああ、イモジェン、
俺は君のために死のう。君を思えば
こうして生きていても一息ごとに死ぬ思いだ。そしてこのまま誰にも知ら
れず、
‘憐れまれもせず、憎まれもせず、私は自らを
危険の面前に差し出すことにしよう。私の中に
私の服が表わす以上の勇気があったとみなに示させてくれ。
神々よ、私の中にリーオネイタス家の力を注ぎ込みたまえＩ
世の習いの面目をつぶしてやるために、俺は俺の流儀を始めてやる。
５ここから４行でショー 版では“rllgivenowoundtothee・Ihavedisrobedme／Ofmy
ltalianweeds,anddrestmyself／AsdoesaBritonpeasant;ＳＯＩ・vefbught／Againstthe
partlcamewith．．．.”であるが、オリジナルのシェイクスピアを少し変えてある。こ
こに相当する部分はシェイクスピア版では“rllgivenowoundtothee・TherefOregood
heavens,／Hearpatientlymypurpose． I11disrobeme／Oftheseltalianweeds,ａｎｄｓｕｉｔ
myself／AsdoesaBritonpeasant､SoｪllfighL／Againstthepartlcomewith.…”［変
更部分に付した下線は山下］となっている。この修正はポステュマス登場のト書きに
ショーがつけ加えた「農夫のような身なりで登場する」の部分（注３参照）に矛盾させ
ないためであると思われる。シェイクスピア版ではここでイタリア人の服を着たポステュ
マスを登場させ、農夫に身をやつす宣言とともに一旦退場させるが、ショー版では初め
から服装が替わっており、退場することもない。
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外面はみすぼらしくとも中身は立派、これでいこう。
ポステュマスカ樹いで立ち去ろうとすると、戦闘のために汚れ、反対
方向から駆け込んできたヤーキモーと出くわす。敵のブリテン人だと
思ったヤーキモーは剣を抜く。
ボステュマス．ヤーキモーではないか！おい、やめろ。俺だ、ポステュマスだ。
ヤーキモー．それができればやめているさ。勝ち負けはわからぬ。
死ね。
ボステュマス．俺がわからないのか？
ヤーキモー．わからん。
ポステュマス．もっと近くで見ろ。
お前には俺を覚えている理由があるだろう。
そして俺にはお前を憎む理由がある。それでも俺たちは友と誓い合った仲だ。
ヤーキモー．信じられない、リーオネイタスではないか！
ボステュマス．どうかお見知りお
きください、
わが妻を誘惑したお方。
ヤーキモー．それは言わないでくれ。
ポステュマス、お前の奥方は気高いお人だ。
彼女を寝取ったときの話なら、お前を安心させてやろう。
ボステュマス．安心だと！それで彼女を墓から蘇らせられるのか？
俺たちが犯した罪の罰を受けて、妻は死んで墓に眠っているというのに？
ヤーキモー．死んだだと！なぜ？どうして？いつのことだ？罰だと？どうい
う意味なのだ？
ボステュマス．早い話がこういうことだ。俺が彼女を殺させたのさ、この俺が。
一番の長所さえ彼女の一番の欠点より全然だめな人間だというのに。
ヤーキモー．俺たちはこれで地獄落ちだ。［構えをとって］お互いの喉をか
き切ろうじゃないか。
ボステュマス．［剣を抜く］ああ、そうしよう。
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二人は猛然と職う。シンベリン、ベレーリアス、グィディーリアス、
アーヴイラガス、ピザーニオがリューシャスならびに男装してフイ
デイーリを名乗るイモジェンを伴って登場。二人とも囚われの身で、
ブリテン軍の護送兵たちに連れられている。
ベレーリアス．［とっさに指揮を執る］二人を引き分けろ。そのローマ兵を
縛るのだ。
グイデイーリアスがヤーキモーに飛び掛かり、武器を取り上げる。
アーヴイラガスはポステュマスを引き戻す。
アーヴイラガス．王の御前である。剣を納めるのだ、この無骨者が。
ヤーキモー．王の御前ゆえ、私は力ずくで屈服させられた◎
だが、それなりに身分ある者として、
紳士階級にふさわしい扱いを要求します◎
私はあくまで国王陛下の囚われ人なのであって、こやつの虜ではありません。
リューシヤス．彼の要求は正当です。貴族の血筋ですから。
ボステュマス．その通り、彼は貴族です。
シンベリン．お前は何者だ？
ボステュマス．人殺しです。
イモジェン．あのお声！あのお声！ああ、そのお顔を見させてください。［ポ
ステュマスに駆け寄り、彼の顔に手を当てる｡］
ボステュマス．これは何の芝居か？お前の役回りはこうだ、そこに転がって
おけ６［彼女をこぶしで殴り倒す]・
グイデイーリアス．いまいましい百姓め、これでもくらえ。［ポステュマス
６この１行はシェイクスピア版を保持。ただし、少し台詞が省かれている。シェイクス
ピアの原文では“Shall，shaveaplayofthis？ThouscomfUlpag且／Thereliethypart．
(Cy柳6e""e,Ｖ,ｖ､228-29）［省かれた部分に付した下線は山下］と１行半になっていて、
半端な半行を７行下のピザーニオの台詞（次の注を参照）が受けて補っているが、ショー
はポステュマスの台詞のあとにグイデイーリアス、アーヴイラガスが憤る場面を挿しは
さんでおり、その関係で台詞を１行に縮める必要があったものと思われる。
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を殴り、膝をつかせる｡］
アーヴィラガス．この犬畜生、よくもやったな［ポステュマスにすごむ]・
ボステュマス．ちょっと、落ち着いて、お二人とも。よろしければ一人ずつ
でお願いしますよ。［すつくと立ち上がり、防御の櫛えをとる｡］
ビザーニオ．［割って入る］お手を出してはなりません、ご主人様！その方
は王様のお身内です。
ボステュマス．［シンベリンに向かって］あなたのブルドッグたちに攻撃を
やめさせてください、陛下。この大騒ぎは何事です、
こんな小姓ごときのことで？
シンベリン．なんとわが婿ではないか！
ビザーニオ．７ああ、みなさま、お助けください。わが主人、ポステュマス様、
あなたは今まではイモジェン様を決して殺してなどいなかったのです。お
助けを！お助けを！
イモジェン．ああ、私を死なせてください。私は夫の声を聞いたのです。
夫は死んだものと思っておりましたのに。ですから、すっかり大喜び、
もう二度とこんなに我を忘れることはないだろう、というほどです。
そんな大喜びの私を、夫は殴って迎えたのです。
ボステュマス．この声。イモジェンだ。
ああ、愛しい人、お前は生きていてくれたのか。ああ、神々よ、
あなたがたにどんな犠牲を捧げたら、この喜びへの返礼にできるでしょうか？
イモジェン．よくもぬけぬけと私を愛するふりができるものだわ。
７このビザーニオの２行の台詞はシェイクスピア版を保持している。シェイクスピア版
では７行前のポステュマスの台詞の直後に連なって割台詞になっている関係で２行半で
あるが、それを半行分縮めて２行にしている。シェイクスピア版は以下のとおり。“O
gentlemen,ｈｅｌｐ／Mineandyourmistress1OmyLordPosthumus.／Ｙｏｕｎｅ,erkill'．
Imogentillnow1Helphelp1"(Cy"162/伽e,Ｖ､ｖ､229-31)[省かれた部分に付した下線は山下。
さらなる変更として、おそらく韻律の関係上と思われるが、ショー版ではこのセリフの
目頭は“０h.gentlemen・ｙｏｕｒｈｅｌｐ”と．,your”が挿入されている］
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ボ ステュマス．愛する妻
よ、俺は
何だってできる、何もかもすべて。死ぬほど苦しい罪悪感が山のようにう
ず高<積みあがり、
俺を押しつぶしていたのだが、それが今は胸から取り払われたのだから。
まるで天国にいる気分だ。たった今まで地獄にいたのに。
あと20回また君に裏切られたって構わないよ。
イモジェン．またですって？ねえ、教えて。いったいいつ私があなたを裏
切ったというの？
ポステュマス．証拠があったんだ。君の愛人がそこにいるじゃないか。
あいつを家に連れて行こうか？僕は構わないよ、君が生きていてくれたん
だから。
イモジエン．私の愛人ですって？［ヤーキモーに向かって］ねえ、あなたは
紳士でしょう、
彼がうそつきだと言ってちょうだい。
ヤーキモー．彼にも知らないことがあるのです、
奥さん。
私たちはイタリアで賭けをしました。旦那さんと私がです。
あなたの寝室で私が一夜を過ごせるかどうか、と。
イモジェン．［ポステュマスに向かって］そんな賭けをしたの？私はあなた
と結婚しているというのに１
ボステュマス．確かにした。彼が勝ったんだ。
イモジェン．どうやって？この人は
私の寝室に来たことなんて一度もないわよ・
ヤーキモー．私はあなたの寝室で一夜を過ご
しましたよ。
これ以上なく居心地の悪い夜でした。
まったくもって最悪でしたね。
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イモジェン．頭がおかしいんじゃないですか、あなた？
でなければ、この世で一番ずうずうしい嘘つきだわ。
女性の貞節を奪ったと誓うなんて。
ヤーキモー．奥さん、あなたはおそらくあの箱のことはすっかりお忘れで
しょうね。
イモジェン．何も忘れてなんかいませんよ。あなたに熱心に頼まれて
あなたの箱は大事に寝室にしまっておきましたわ。
それで、あなたはどこにいたというのです？
ヤーキモー．私ですか？私は箱の中にいた
んです［浮かれて大笑いをする]・
一つだけ、私は罪の告白をします。
私はあなたが眠っている間にあなたの腕輪を盗みました。
ボステュマス．ということは私のダイヤの指輪もだまし取ったということか！
ヤーキモー．その指輪にも腕輪にも何かの魔力が備わっていて、
私はずっと心休まることなく、ついには二つとも
メルクリウスの祭壇に置いてきてしまいました。盗人の神様のとこるにです。
でも償うことはできますよ。二つとも言い値で売ってください、
お支払いしますから。それに加えて、もう片方の腕用に
あと一つ腕輪をおつけしましょう。
ボステュマス．１万ダカットもだ。
君は賭けに負けたんだから、その掛け金として僕に支払う義務がある。
イモジェン．ところでお二人とも、それで私への償いになるというの？
途方もないことをしでかしてくれたというのに。そこのあなたと私の夫の
お二人で！
ヤーキモー．償われうるものは償われますよ。
償われない部分については、元に戻すことはできませんけどね。
われわれ二人は卑しむべき存在なんです。それしきのことに
こだわっていたら、行き過ぎってことになりますよ。なにしろ男というも
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のはね、
女にそんなことをするものなんですから。
イモジエン．少なくともあなたには
自分がどんな人間かわきまえる潔さがあります。
けれど夫はこれですべてが帳消しになり
めでたしめでたしだと思っているんですよ！
ボステュマス．でも、お前、
どう考えればよかったと言うんだ？そいつはお前の胸の
ほくるの特徴まで説明してみせたんだぞ。
イモジエン．その結果として
あなたは召使いに私を殺すよう命じたというわけね。
ボステュマス．それが当然と思えた
んだ。
イモジェン．そんなことを言われるぐらいなら、もう一度殴ってもらった方
がまだましよ。絶対許せないわ。
グイデイーリアス．お前、そんなことを言おうものなら、トール8が打ち振
るう大鉄槌の一撃にかけて、
お前を殺してやる、たとえお前が50人の義理の息子でも。
ベレーリアス．静かにしなさい。王の御前であるぞ。
イモジェン．ああ、キャドウォール、キャドウォール9、あなたとポリドー
アは
兄妹になってくれると言ってくださったばかりだけど、あなたがたこそ、
私の本当の味方だわ。
８古代ケルマン人の神で、ことに北欧で崇拝された雷神。巨人と戦う戦争の神、農耕の神
とされる。
９イモジェンが「キャドウォール」と呼びかけている相手はグイデイーリアスであるが、
シェイクスピア版でグイデイーリアスがベレーリアスに名づけられた名前は「ポリドー
ア」である。おそらくショーに混同があったものと思われる。注１８を参照のこと。
山下孝子：バーナード・ショー作「｢シンベリン」仕上げ直し」－翻訳と注解－７７
もしも私がこの１０倍もの裏切りをしたとしても、お兄さまたちのお一人でも
卑劣漢に私を殺させようとしたでしょうか？
グィデイーリアス．［身震いして］まずその前に
世界中が死に絶えるべきだ。
アーヴイラガス．俺たちが生きている間はね、フイデイーリ、
何にもお前を傷つけさせはしないよ。
ボステュマス．ねんねのお嬢ちゃん、まあ最後まで
聞きなさい。
言っただろう？俺は良心を罪の意識に苛まれ、
あやうく気が狂いそうになっていたとき、天の扉が開いて、
君が姿を現わしたんだ。でも聞かせてくれ、愛しい妻よ、
どうして君は俺が死んだと思い込んだんだい？
イモジェン．口にできないくらいだわ、あまりに恐ろしくて。
私、あなたの服を着た首のない男を見たのよ。
グイデイーリアス．何だ、そんなことか！あれはクロートンさ。「俺は王様
の息子だ」って言ってたな。
俺があいつの首をはねてやったんだ。
シンベリン．’0なんだと、馬鹿を申すな！
立派な手柄を立てたお前に私の口から厳しい宣告をもぎ取らせたくない。
勇敢な若者よ、頼む、
今のことばを取り消してくれ。
グイデイーリアス．申し上げたとおりです。私が殺しました。
シンベリン．あれは王子だったのだぞ。
グイデイーリアス．無礼千万な奴でした。あいつが私に働いた非礼は
１０この箇所から40行分（ベレーリアスの「ご存じのとおりです｡」まで）はシェイクスピ
ア版を保持している(Cy城6忽""e,Ｖ､v､287-340)。ただし、省かれた部分が３箇所、細かい
部分の変更が４箇所ある（注１１～17を参照)。
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王子らしいところなどかけらもありませんでした。あいつのことばにはな
にしる腹が立ちました。
たとえ海であろうと私に向かってあんなふうに砲えたててきたら、
足蹴にしてやりたくなるような言い草だったのです。私はあいつの首をは
ねてやりました。
あいつがここに立って、やつの方が私の首の話をすることになっていない
ことを
心底嬉し<思います。
シンベリン．お前には気の毒だが、
自分自身のことばでお前は有罪の宣告を受け、国の法律に
従わなくてはならぬ。お前は死刑だ。’'罪人を縛り上げ、
わが面前から引き立てよ。
ベレーリアス．お待ちください、陛下。
この男の身分は彼が殺した男よりも上です。
陛下自身と同じほど立派な血筋であり、
クロートンごときが何人も束になり、手傷を負って立てた手柄以上の
手柄をあなたに対して立てておいでです。［衛兵に向かって］腕を放して
やれ、
それは縛られる憂き目に遭わねばならぬ腕ではない。
シンベリン．これ、老兵士よ、
お前は余の怒りを買うことで、まだ褒賞も受けておらぬそちの勲功を
台無しにしようというのか？余と同じほどの
血筋と言ったがそれはどういうことなのだ？
lｌここにシェイクスピア版ではイモジェンの台詞“Thatheadlessman／Ithoughthad
beenmylord.”（Cy碗6e""e,Ｖ､ｖ､299-300)が挿入されているが、ショー 版では削除され、
イモジェンが夫の死の誤認についてその顛末を知る場面は少し前に移されている。
山下孝子：バーナード．ショー作「｢シンベリン」仕上げ直し」－翻訳と注解－７９
グイデイーリアス．１２それについては父は大げさすぎました。
シンベリン．ではお前をその罪で死刑にしてやる。
ベレーリアス．三人とも死刑になりま
しょう。
もしもこの二人の身分について私が先ほどグイデイーリアスについて申し
上げたように
立派であると証明できない場合はol3
シンベリン．引き立てよ｡Ｍ
全世界が反対してもこの男を助けさせはせぬ。
ベレーリアス．そういきり立たずに。
まずはあなたの息子さんたちの養育費用を私にお支払いください。
そうしてからすべて没収してくださればよろしい。
私がそれを受け取る１５やいなやすぐに。
シンベリン．わが息子たちの養育だとＩ
ベレーリアス●これはこれは、あまりにぶしつけで出過ぎたまねを。こうし
てひざまずきます。
立ち上がる前に、わが息子たちの位を上げるとしましょう。
ｌ２この台詞はシェイクスピア版ではアーヴイラガスに与えられている。「シンベリンと同
じほどの血筋」であるとベレーリアスが述べたのはグイデイーリアスについてであるの
で、ショーはこの台詞をアーヴイラガスよりも、グイデイーリアスに与えた方が自然と
判断して変更したのかもしれない。
１３ここにシェイクスピア版ではベレーリアスの正体暴露の台詞（かつてシンベリンに不当に
追放された臣下であったことを明かす部分）が８行あるが、ショーはそれを削除している。
ｌ４シェイクスピア版から８行削除した関係で、韻律が崩れるのを防ぐためか、この「引き
立てよ｡」の台詞はシェイクスピア版では“Takehimhence”(Cy加6eノヵ花,Ｖ､ｖ､320）［変更
箇所を示す下線は山下］であるところが、ショー 版では“Takehimaway...となっている。
１５「私がそれを受け取る」の部分はシェイクスピア版では“Aslhavereceivedit.・・である
が、ショーは“Asrvereceivedit.”に修正してある。次のシンベリンの台詞と連なって
割台詞となっているのであるが、韻律の弱強のリズムをわかりやすくするための表示と
思われる。
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そのあとでこの年老いた父親に容赦なく罰をお与えください。陛下、
この二人の若き紳士たちは私を父と呼び、
自分たちが私の息子だと思っておりますが、本当はそうではありません。
二人はあなたの実のお子様たちなのです、陛下、
つまりあなたとは血を分けた親子なのです。
シンベリン．なんだと？実のわが子だと？
ベレーリアス．あなたがお父上のお子であるのと同様に確かです｡'6ここに
いるあなたの王子たち'7は、
（実際そう呼ぶにふさわしい方たちですが）この20年間、
私が教育してまいりました。お二人に備わった学芸は
私が力の限りを尽くしてお教えしたもの、私の教養は陛下も
ご存じの通りです。さあ、お前たち、こちらへ来て、お前たちの
‘情愛と敬意とを王であるお父上に捧げるがよい。
グイデイーリアス．われわれ三人は十分成熟した大人で､完全なる他人です。
シャツを替えるように父親を替えることなどできるでしょうか？
シンベリン．親不孝の犬ころめＩ弟の方はなんと言う？
アーヴイラガス．私ですか、陛下？われわれぐらいの年になると
父親の援助など邪魔に感じられるものです｡
説教をされるのはもう飽き飽きですから。
シンベリン．［ベレーリアスに向かって］なるほど、ご立派、
俺の小犬たちをこんなふうにしつけてくれたわけだ。
グィディーリアス．父のしつけのおかげで
１６ここにもシェイクスピア版からの４行の削除がある（今はモーガンと名乗るベレーリア
スが追放の憂き目に苦しんできたことが語られる台詞)。
１７「ここにいるあなたの王子たち」は、シェイクスピア版では「ここにいる気高き王子
たち」となっている。すなわち、シェイクスピアの原文では“Thesegentleprinces”
(Cy椀62ﾉ航e,Ｖ,ｖ,336）［変更箇所を示す下線は山下］となっているところを、ショー は
．‘Theseyourprinces”に修正している。
山下孝子：バーナード・ショー作「｢シンベリン」仕上げ直し」－翻訳と注解－８l
私たちは真実を言い、真実に向き合う人間になることができました。
ベレーリアス．陛下、
何と申し上げてよいやらわかりません。あなたにも私にも
子どもたちが何を考えているのか量りかねます。でも彼をお許しください。
あの子がズケズケものを言うとしたら、わたしの責任です。
グイデイーリアス．もしも誰かに責任があるとすれば、創り主たる神様にあ
るでしょう。
私は人間の誰かに作られたりしません。私は私です。
私を受け入れるか、そうでなければ捨ててください。
ヤーキモー．［リューシャスに向かって］よく見ておくんだ、リューシヤス、
見ておくんだぞ。
そこでしゃべっていたのはこの野蛮な島国の未来の王様だ。
グイデイーリアス．こそ泥さん、あなたが私を戒めるのですか？よしてくだ
さいよ・
そんな王様の仕事なんて私にとって何の魅力もない。
洞窟に住んでいた時、宮殿というのは輝かしいところにちがいない、
そう思えていた。顧問官みたいな名高い人、兵士みたいな強い人、
敬慶な暮らしを送るお手本たる聖者たち、そんな人たちがたくさん集う場
所だ。
そして私が王様なら、すべて私の命令するまま。
それが私の思い描いていた夢。でも今日やっと目が覚めた。
いやはや、私はもう一人のクロートンになるところだった。
おべっかを使うお供たちのおしゃべりにうんざりし、
聖職者がでっち上げた神々をありがたがるよう強いられ、
自分で選んだ女性と結婚する自由もなく、
事あるごとにどこかの馬鹿な爺さんに止められてどやされるんだ。
「それはだめ」とか、悪くすれば、「こうしなさい」とか言われて。
ああ、嫌です、陛下。私に返してください、あの‘懐かしい洞窟を、
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あのおべっかなんか無縁の四足の友人たちを。
私は王権を放棄します。玉座はポリドーア'8に譲ります。
アーヴイラガス．ほんとですか？それは大変。つまらないものをくださって
ありがとう、兄さん◎
シンベリン．お前たちが野心家ではなくて嬉しいよ。玉座に就いた君主とい
うものは
自分の後継者を滅多にかわいがらないからな◎なるほど、賢明だ。
アーヴイラガス．心配はご無用です、偉大なる陛下。私たちは二人とも
遺産の狙い方とか、ましてや王冠の狙い方なんて習ったことありませんから。
グイデイーリアス．この話はもうこの辺でいいでしょう。フイディーリ、本
当なのかい？
お前が女'性だというのは、そしてこの男が夫だというのは？
イモジェン．私は女で、この男は夫です。
夫は私を殺させるところでした。
ボステュマス．くどいな、またその話か。
シンベリン．こら、そこは辛抱して、妻を家の寝室に連れ帰りなさい。
お前たちは夫と妻だ。その事実を変えられるものは何もない。
解明しなければならない筋書きはまだあるのか？ここにいる者はだれもか
れも
だれか別の人であるらしい。［イモジェンに向かって］服を着替えに行き
なさい。
お前の性別と身分にふさわしい服に。
恥ずかしくはないのか？
イモジェン．ちっとも。
１８注９で触れたように、ショーはシンベリンの息子たちの別名を混同していると思われ
る。ここでグイデイーリアス（ポリドーアと名付けられて育った）は弟のアーヴイラガ
ス（キャドウオールと名付けられて育った）を「ポリドーア」と呼んでいる。
山下孝子：バーナード・ショー作「｢シンベリン」仕上げ直し」－翻訳と注解－８３
シンベリン．どういうことだ？ちっともとは１
イモジェン． すべ
てが失われました。
恥じらいも、夫も、幸福も、男を信じる気持ちも。
この人はすまないとも思っていないんですから。
ボステュマス．俺はうれしくてしょうが
ないんだ。
ヤーキモー．奥さん、一言いいですか？今さっき、あなたがここに来たとき、
私は彼を殺そうと躍起になっていたでしょう？
彼が証人です。私は剣を抜き、
あなたを殺したかどで彼に復讐しようとしていたんですよ。
イモジェン．いやだわ、私
を笑わせないで。
笑いはあまりに多くの正当な憤りを溶かし、
あまりに多くの罪を許してしまうから。
ヤーキモー．そして世界を
何千という殺人から救います。彼のために弁護させてください。
彼にはいくつも欠点がありますが、彼だってあなたの欠点を辛抱しなく
ちゃならないんですよ。
確かにあなたはすばらしく徳高い女性だ。
それでも天使だというわけではない。
イモジエン．それはそうですけど、
虫けらというわけでもないわ。ほんとにずるがしこい悪錬なイタリア人
ね！
あなたがあの箱のなかで窒息してくれていたらよかったのに。
ヤーキモー．いやいや、
奥さん、
あやうくそうなるところでしたよ。
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イモジェン．私は笑いませんからね。
私は家に帰って何とかやっていかなくてはならないんだわ、
ほかの女たちがそうであるのと同じようにね。
ボステュマス．そう願うばかりだ。［イモ
ジェンを抱きしめる］
'9ベレーリアス．天の神々の指先がこの平和の音楽を
奏でておいでです。
リューシヤス．それなら和睦と参ろうではありませんか。
この紳士と私自身のただいまのことばを以て
次のような祈念をお伝え申し上げます。今一度偉大なるカエサルが
この西の地で燦然と光り輝くシンベリン王と
厚い親交を結ばれますように。
シンベリン．神々へ賛美を捧げるために、
神聖なる祭壇から供犠の煙をくゆらせ、
神々の鼻まで届かせよう。余はこの和睦を
人民にあまねく伝えることとする。さあ、出発しよう。
ローマ国旗とブリテン国旗を共に友好的に
はためかせようではないか。そうしてラッドの町２０を行進し、
偉大なる神ユーピテルの神殿で
両国の和議を批准しよう。宴とともに調印だ。
いざ、出発！このように、血塗れの手が洗われるまえに
戦がかくも平和に終結したことは、いまだかつてなかったことだ。
［縛幕］
終わり
１９ここから終幕までは若干の省略と補修を含みながらもシェイクスピア版をほぼ踏襲して
いる。変更の詳細は以下の通りである。まず、この部分でショーがベレーリアスとリユー
山下孝子：バーナード・ショー作「｢シンベリン」仕上げ直し」一翻訳と注解－８５
シヤスに割り当てた台詞はどちらもシェイクスピア版では占い師の台詞になっている。
ベレー リアスの台詞はＣｙ"26E肋犯,Ｖ､ｖ､466-67であり、それに連なるリュー シヤスの台詞
の冒頭部２行はショーのオリジナルだが、３行目でシェイクスピア版をわずかに修正し
ながらそのまま使い、そのあとはシンベリンの終幕の台詞も含めて完全にシェイクスピ
ア版を採用している（Cy沈膨肋犯,Ｖ､ｖ､474-485)。リュー シャスの台詞の３行目のショー
版は“IhopeimperialC8esarwi1lreknit'・であるが、シェイクスピア版では“Ｔｈ，imperiai
Caesar,shouldagainunite”となっている。
2Oロンドンのこと。シンベリンの祖父であるラッド王がロンドンの要塞化を行なったとの
伝説に由来する。
